
楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。
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水彩画 神谷惠子さん
（中山）

初秋、京都「西芳寺」
（苔寺）に行きました。
雨あがりの苔寺は、緑
のじゅうたんを敷きつ
めたような美しい苔と
ほんの少し紅く色づき
始めた木々との素晴ら
しいコントラストで、
深く心に残りました。
その感動を残したくて
描いてみました。

空
手
兄
弟
、
九
州
錬
成
大
会
で
好
成
績

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
国
際
空
手
古
武
道
連
盟
初
代
理
事
長
福
本
博
文
さ
ん

６
月
30
日
、
大
牟
田
市
体
育
館
で

２
０
１
３
年
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
九
州

錬
成
大
会
が
行
わ
れ
、
福
本
会
館
空
手
道

場
か
ら
17
人
が
参
加
し
、
６
人
が
優
勝
、

２
人
が
準
優
勝
、
３
人
が
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
鞍
手
道
場
か
ら
は
、
剣
南
小
の

山
出
篤
志
く
ん
が
一
年
生
の
部
総
当
た
り

戦
で
全
勝
し
見
事
に
優
勝
。
兄
の
祐
一
く

ん
も
２
年
生
の
部
で
３
位
に
食
い
込
み
ま
し
た
。
現
在
、
福
本
会
館
で
は
一
般

社
団
法
人
全
日
本
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
道
連
盟
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
採
用
と
な
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
月
曜
日
・
水

曜
日
の
午
後
６
時
30
分
か
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
随
時
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
本
会
館
空
手
道
場
鞍
手
本
部
☎
４
３
局
４
０
６
０
番
ま
で

力
作
・
自
信
作
を
出
品
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
作
品
を
待
っ
て
い
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
55
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美
術
協
会
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
開
催
要
項
や
、
出
品
票
は
９
月
２
日
（
月
）
か

ら
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
18
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
日
）
ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部
（
高
校
生
を
含
む
）
＝
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
服
飾
工
芸
、

彫
刻
工
芸
、
陶
芸
、
生
花
▽
小
中
学
生
の
作
品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書
道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮

巻
（
裏
打
ち
）
を
す
る
▽
写
真
＝
四
つ
切
り
以
上
は
台
紙
に
貼
る
か
額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

一
部
門
に
つ
き
一
千
円

●
申
し
込
み　

９
月
２
日
（
月
）
か
ら
９
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
美
術
協
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
）
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」
で
は
、

第
14
回
朗
読
発
表
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
朗
読
し

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子

春
」
を
全
員
で
輪
読
、茨
木
の
り
子
の
「
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
瞳
」
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

矢
野
百
合
子
☎
４
２
局

６
７
４
９
番
ま
で

あ
な
た
の
知
識
・
技
能
・
経
験
を

人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
課
社
会
教
育
班

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
能
・
経
験
を
有
す
る
人
を
人
材

バ
ン
ク
に
指
導
者
と
し
て
登
録
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
等
か
ら
の
要
望

に
応
じ
、
学
習
機
会
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
を
設

立
し
ま
し
た
。

●
登
録
で
き
る
人　

①
文
化
・
体
育
等
各
種
の
知
識
・
技
能
・
経
験
を

有
し
、
指
導
で
き
る
人
②
生
涯
学
習
活
動
に
対
し
て
、
理
解
・
熱

意
及
び
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
③
指
導
者
の

身
分
を
利
用
し
て
政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
行
わ
な
い
人

●
登
録
分
野　

美
術
、工
芸
、音
楽
、芸
能
、文
芸
、語
学
、生
活
、趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
そ
の
他
地
域
活
動
等

●
募
集
期
間　

随
時
募
集

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての100字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

リフォーム
フ ォ ー マ ル
ツーピースに仕
立てました。柄
が良いのでシン
プルに仕上がり
ました。

９−2013.９

松井伸子さん
（中山）

Relay Essay

今
年
の
５
月
、
我
が
家
に
待
望
の
第
一

子
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
十
分

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
我
が
家
が
さ
ら
に
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
鞍
手
に
来
た
の
は
３
年
前
。
結
婚

が
き
っ
か
け
で
す
。
馴
染
み
の
な
い
土
地

に
最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
鞍
手

の
自
然
豊
か
で
お
だ
や
か
な
環
境
が
す

ぐ
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
は
鞍

手
の
よ
う
な
伸
び
伸
び
し
た
環
境
で
、
と

思
っ
て
い
た
矢
先
の
妊
娠
、
出
産
で
し

た
。今

は
、
初
め
て
の
育
児
で
毎
日
が
あ
っ

と
い
う
間
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
ア

タ
フ
タ
し
て
ば
か
り
で
す
が
、
家
族
を
始

め
、
周
囲
の
人
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
我

が
子
は
す
く
す
く
成
長
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
不
思
議
そ
う
に
辺
り
を
見
回
し
た

り
、
難
し
そ
う
な
顔
で
こ
ち
ら
を
見
つ
め

て
き
た
り
、
大
声
で
泣
い
た
次
の
瞬
間
に

は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
り
…
…
。
ク

ル
ク
ル
変
わ
る
表
情
の
一
つ
一
つ
が
愛

お
し
く
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
と
、
私

自
身
も
同
じ
よ
う
に
両
親
の
温
か
い
ま

な
ざ
し
に
包
ま
れ
て
育
っ
て
き
た
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
心
優
し
く
、
元
気
に

育
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
―
。
今
、
私
が

思
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
、
両
親
も
き
っ

と
思
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
子
ど
も

と
共
に
成
長
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
。ま

た
、
妊
娠
を
機
に
初
め
て
、
町
の
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
屋
外
に
遊
具
施
設
が
あ
り
無

料
で
利
用
で
き
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
が

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
一
緒
に
遊

び
に
行
き
た
い
な
と
、
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

次
回
は
、
石
松
一
葉
さ
ん
（
小
牧
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
綾
子
さ
ん
（
31
歳
・
弥
生
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

７
月
21
日
、
28
日
に
鞍
手
町
、
小
竹
町
の
各
会
場
で
第
58
回
鞍
手
郡
民
体
育

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
町
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
選
手
が
、
５
種
目
の
競
技
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。鞍
手
町
の
チ
ー
ム
と
選
手
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

①
鞍
手
町

●
弓
道　

▽
男
子
＝
①
藤
崎　

輝
②
渡
辺
勇
幸
▽
女
子
＝
①
花
田
朋
子
②
永
江
ミ

サ
子

●
卓
球
（
個
人
）　

▽
壮
年
男
子
１
位
グ
ル
ー
プ
＝
②
舟
越
克
己
▽
壮
年
男
子
３

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
南
川
典
範
②
竹
内
正
裕
▽
壮
年
女
子
２
位
グ
ル
ー
プ
＝
②

舟
越
和
子
▽
壮
年
女
子
３
位
グ
ル
ー
プ
＝
①
田
村
益
代
②
千
崎
博
子

●
少
年
野
球　

②
鞍
手
町

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

▽
団
体
＝
①
鞍
手
町
Ａ
▽
男
子
シ
ン
グ
ル
＝
②
皆
田
芳
郎
▽
壮

年
男
子
シ
ン
グ
ル
＝
①
日
高
暢
裕
②
小
田
利
昭
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
＝
②
皆
田
麻
代
・

小
島
広
美

み
ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
た

●
第
58
回
鞍
手
郡
民
体
育
大
会
結
果

短歌 泉　照子さん
（八幡西区）

採銅所から牛斬山へ
登り五徳峠へおとなの
胸高ほどの一面の笹原
をかき分けて下りまし
た。不思議と道は何と
なく笹と笹を分け、遠
くまで見分けがつきま
した。

 

い
ち
め
ん
の 

笹
原
つ
づ
く 

何
と
な
く

　       

道
筋
見
え
て 

笹
原
つ
づ
く

木
彫
教
室
で
生
き
が
い
づ
く
り

始
め
ま
せ
ん
か

●
木
彫
教
室
・
犬
塚
俊
之
さ
ん

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
「
木
彫
教
室
」

で
は
、
次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
見
学
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
活
動
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
活
動
日　

原
則
と
し
て
毎
月
第
一
・
第
三

火
曜
日
。
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

犬
塚
俊
之
（
世

話
係
）
☎
４
２
局
３
２
３
３
番
ま
た
は

（
０
８
０
）
５
２
０
０
局
３
１
６
９
番
ま
で


